
　　〈開催日〉　　　　　２０２２年６月２６日（日）
　　〈集合場所＆時間〉　JR南草津駅西口　８時３０分
　　〈参加者〉　　　　　大谷一弘・和田義彦幹事以下 ２２名

　　　　神戸森林植物園は、風化侵食の著しい花崗岩土壌の六甲山地に１９４０年１４３ｈａの広大な規模で創設された。
　　　　六甲の自然を最大限に活用し、単なる樹木見本園としてではなく、生きた植物本来の姿を観察出来ることが素晴らしい。
　　　　前半は園のボランティアガイドによる「紫陽花の観察」を行い、後半は他のコースを同好会として独自の観察を実施した。

【アジサイガイドによる観察】「北苗畑」→「あじさいの小路」→「アナベルの丘」→「メタセコイア並木」→「あじさい坂」→「あじさい園」

管理事務所前でアジサイガイドの説明 ２班にグループ編成　ガイドは山田さん 観察に出発

「北苗畑」　アジサイ苗の育成、研究 アナベルの原種は粧飾花が残っている 牧野富太郎博士が命名

・アジサイの原種は、伊豆地方に自生するガクザキ
　のハマアジサイ。ヨーロッパで品種改良された
　手鞠咲きが逆輸入される
　手毬咲きの日本製はホンアジサイ

・アジサイは「自家不和合性」のため交雑種が多い

・ヤマアジサイの花の多様性は複雑で多岐にわたる

・ヤマアジサイ系の葉は小ぶりで肌が荒い物が多く
　紫外線防止のクチクラソウが少ない

ホンアジサイ系

アマチャ　　ヤマアジサイ系
甘味成分はフィロズルチン

エゾアジサイ　ヒメアジサイの原種 カラスヤマアジサイ クレナイ　　装飾花は白から真紅に

梅雨空に紫陽花映える神戸森林植物園を訪ねて

神戸私立森林植物園で育成された種

シチダンカ　　ヤマアジサイ系で粧飾花が八重
シーボルトが江戸時代末に採集し標本を紹介。1959年六甲山で発見されるまでは「幻の花」



「あじさいの小路」～「アマベルの丘」～「メタセコイア並木」　西洋アジサイや育成された数々のアジサイが咲く

アスペラ（ヒマラヤタマアジサイ）　常緑 タマアジサイ　遅咲き シノノメ（東雲）　星形・八重咲き

エゾアジサイ（佐渡の庄） エゾアジサイ（手鞠系） ミヤマヤエムラサキ

カシワバアジサイ カシワバアジサイ（八重） ミカワチドリ（三河千鳥）　装飾花なし

アナベルの先祖返り　アメリカノリノキ

アナベルの丘

メタセコイア並木　ガイド曰く滋賀には負けている

　　　　　　　ベニガク　装飾花に鋸歯がある　　　　　　　　　　　　　　ヤマベニガク　装飾花の鋸歯が粗い



「あじさい坂」～「あじさい園」～「芝生広場」　　アジサイ以外の植物も沢山観察できた

イヨノサミダレ ツルアジサイ ノリウツギ

コゴメウツギ

ツクバネ トサミズキ カンサイスノキ

「芝生広場」　長谷池前の芝生広場に到着、ガイドさんと分かれて昼食　ガイドさん（アジサイ）とは別に撮影した植物

クマシデ クマシデの果実 ミヤコザサ

ナツツバキ ヒトツバカエデ クガイソウ

アジサイ坂　六甲ブルーのヒメアジサイ　坂の両側にびっしり咲いている

イワガラミ



【同好会独自の観察】　「長谷池」→「あじさいの小路」→「アナベルの丘」→「メタセコイア並木」→「あじさい坂」→「あじさい園」

「長谷池と周囲を観察」　アサザの群落が見られた。滋賀県では絶滅危惧種

午後スタート前に記念撮影 長谷池全貌 アサザ

スイレン カキツバタ ヒメコウホネ

サジオモダカ イソノキ アクシバ

キツネノボタン

コアジサイ ミヤマウグイスカグラ ツリバナ

ウワミズザクラの果実



「アメリカ区」　世界一の大樹セコイアがある そのあと展望台

セコイア　大きさは世界一を誇る

ゴヨウマツ コウヤマキ コガマ

オカトラノオ ウツボグサ コガクウツギ

ヒメズイナ ブラシノキ 世界の松ぼっくり

アスナロ コバンノキ 展望台からの眺望

「青葉トンネル＆ヨーロッパ区」　幻想的なトンネル

アリマウマノスズクサ　？？

スズランノキ　北アメリカの落葉樹世界三大紅葉

ライトアップした「青葉トンネル」



スモークツリー タンナサワフタギ ウグイスカグラ

ナツハゼ ツリバナ

シナノキ満開　全景 シナノキ　アップ 足元は散った花で埋まっていた

「西門～アジア区～アジサイ坂」　公園の西の端から駐車場を目指す。途中アジサイ坂に合流

オオモミジ カラコギカエデ ショウキウツギ

コヤスノキ リュウキュウバイ ナナコバナ

シナアブラギリ ミツバウツギ サンザシ



ウグイスカグラ クマノミズキ リュウノウギク

イソノキ ハクウンボク コハクウンボク

オカトラノオ ニワトコ チドリノキ

　【感想】  
　　　神戸市立森林植物園は、初めて訪れました。その広大さに圧倒されました。
　　　アジサイもただ園芸種を羅列しているのではなく、六甲の自然に適応した植栽がされており、感心しました。
　　　今回は、季節柄「アジサイ」をテーマに観察しましたが、様々なテーマを設定して楽しむ事ができますので、是非また来たいと思っています。
　　　個人的には、体力不足で、参加者の皆様には大変ご迷惑をおかけしました。反省するとともにお礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　村山和夫　


